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木材は他の建材よりも親しみが持て
るものです。ヨーロッパには木の家
では、空の声と大地のささやきが聞
こえるということわざがあります。
何千年も前から、木材は様々な物を
作る為の材料に使われてきました。
そして何世紀と経った今でも木材が
建築物に機能的に使われている事
が、木材が高い耐久性を持ちながら
魅力的である事を証明しています。

今日、持続性という環境への配慮の
為、木材は再びトレンドとなっていま
す。木材は自然の中で増やす事ができ
ほぼ無限に利用もできる再生可能な材
料です。また木材はCO₂排出のバラン
スが取れています。

さらに木材はコンクリート、鉄鋼、プ
ラスチック等と比べて生産するに当
たり、とても少ないエネルギーで済
みます。同様に寿命が来てもシンプ
ルで簡単に廃棄する事も可能です。
そして景観という観点からも、木製
のファサード(建物正面)は魅力的であ
る事も忘れてはなりません。

時を経ても通用する
木造建築

木材 ー
深みと個性を併せ持つ
木造建築
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湿気
• 膨張 / 収縮
• 脱色/灰色化
• 腐食

紫外線
• 保護成分リグニンの崩壊、分解
• 黒色化

熱応力
• 木材断面の熱勾配
• 輪郭表面で自然発生する急速冷却

化学的、生物的な影響
• 環境による影響
• 木材腐敗菌
• 木材害虫

木材表面の潜在リスク

木材の保護と保存

木製ファサードの景観と耐久性はど
のような保護剤を選んで施工し、表
面処理をするのかで決まります。

木材には外的要因から自主的に保護
する機能がある程度あります。木材
には本来 レジン、天然樹脂、グリス
やタンニンといったものが含まれて
いるからです。

しかし、耐久性やメンテナンス間
隔、景観の持続性において今日の建
物の基準を満たすには、適切なコー
ティング（塗膜）を形成し、木の表
面を保護する必要があります。

屋外の気候にさらされた木材は時が
経つにつれて風化し、寿命が短くな
ります。適切に工事を計画し、実施
すれば木材の耐久性は保証されま
す。この場合、高品質の塗料がカギ
となります。湿気と紫外線からの保
護が最も大切です。

カイム・リグノシルはこれらの保護
機能を持ちながら木造ファサードの
個性を強調してくれます。

耐久性には保護
が不可欠
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建築材料としての木材 –
従来の木材塗料の欠点

従来の木部塗料はリンシード・オ
イル、アルキド樹脂レジン、アク
リレート等 を用いており、そこ
には問題が間違いなく存在しま
す。有機塗料は耐紫外線に
おいて制限があります。

この問題が最初に褪色を導いてし
まう事になります。同時に、バイ
ンダー品質を劣化させてしまう事
にもなります。塗料は粘着力と弾
性を失ってしまい、その結果、塗
料がグラグラしたり剥がれ落ちて
しまう事となるのです。そして保
護機能が失われてしまいます。木
造の建物で露出している部分に水
分が浸食していきます。その浸透
した水分は塗料の塗膜に残り、最
終的にははがれ落ちてしまう原因
になります。

木造用の一般的な有機塗料は環境
やストレスにもよりますが約3～
7年の寿命になります。維持の為
の仕事量と改築を行う間隔によっ
て、有機塗料を使った木造ファ
サードのメンテナンス・コストは
非常に高額となります。

不十分な
紫外線耐性の欠点

結論︓ 
高額な維持費
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建築資材としての木材ー
シリケート・ペイントによる塗装

シリケート・ペイントは無機バイン
ダ (水ガラス、又はシリカゾル）無
機顔料、鉱物充填剤などで作られて
います。バインダと下地の結合物質
が化学的に溶けない結晶を形成して
塗料が硬化します。

無機のシリケート・バインダは耐紫
外線で素晴らしい効果があり優れて
います。紫外線による影響で劣化す
るバインダは使っていません。塗装
により形成された層には多孔質の状
態になり、下地からの水分を放散さ
せます。シリケート・ペイントは
135年間に渡り、鉱質の建物に使用
され、大変好評を得てまいりまし
た。石膏やコンクリート向けのファ
サード塗料として極めて丈夫で再塗
装がしやすいことにより、特にその
点が特徴づけられています。無機塗
料の顔料だけを使うことにより、シ
リケート塗料は耐褪色性においては
競争相手がおりません。このことは
再塗装の間隔を長くし、建物を維持
するコストを明らかに低減させるこ
とにつながります。

シリケート塗料とは︖

シリケート・ペイント
最強の耐風化作用と
極めて丈夫な塗料

木製の有機下地に
シリケート・ペイ
ントの成功例を適
用
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従来型の木製塗料の寿命を考える
と木部下地にシリケート・ペイン
トの原理・原則の適用は木部塗料
の品質において計り知れない意味
があります。



20年以上に渡って、著名な協会
から支援を受け、研究プロジェク
トの木製下地にシリケート・ペイ
ント塗装の成功モデルを応用する
ことを研究開発してきました。結
論として「鉱物で出来た塗料によ
る、木の風化からの保護する為に
は、カイム・リグノシルが最適」
です。

木材表面の耐風化に　
世界初のミネラル複合
塗料

カイム・リグノシル

カイム・リグノシル –

丈夫、経済的、見栄えが良い

•とても優れた湿気保護
•絶対的な耐光性と耐紫外線性能
•高い防水性
•強度の平準化
•柔らかなマット仕上げ
•簡単にリフォーム可能

カイム・リグノシルの特徴

第3者機関WKI

 No. OT.135-2010

WKI
Fraunhofer 
monitfreNr. OT.135-2010　
http://www.fraunhofer.jp/

ドイツで特
許取得︕

 EP 2 208 5

　塗装用途 

塗装工程

外　装 内　装
塗りつぶし
仕上げ

クリエイティブ
塗装

塗りつぶし
仕上げ

半透明
塗装

クラック充填 リグノシル-HRP （木材用充填剤）

プライム・コート 2回塗りxリグノシル・ベース-DL 2回塗りxリグノシル・ベース/-DL 

トップ・コート 2回塗りxリグノシル・カラー*
1回塗りxリグノシル・カラー
リグノシル・カラー1回塗り
x リグノシル・アーティス/-DL

2回塗り x リグノシル・
インコ*

2回塗り x リグノシル・インコ/-DL*

*必要に応じて（木材の含有物からのシミがある場合） 1回塗りxリグノシル・スクードが中間塗り
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カイム・リグノシルには、更にメ
リットがあります。例えば、リ
フォーム時の材工コストを低く抑
える事が可能です。古くなり、風
化したリグノシルの表面は通常グ
ライディングによる塗材除去を必
要としません。クリーニングが十
分であれば、下準備は十分で、新
しいプライマーコートは不要で
す。塗り替えに際してはカイム・
リグノシルの2度塗りで十分で
す。リグノシルの開発で素晴らし
い経済効果と見栄えの美しさがあ
り、弊社はこの木部用コーティン
グシステムに自信を持っていま
す。カイム・リグノシルはユニー
クで革新的な特徴があり、関連す
るペイントシリーズと製品に欧州
の特許を取得しています

カイム・リグノシルによる
リフォーム

オスロ　試験家屋
1996塗装、撮影 2010

カイム・リグノシル・カラー

カイム・リグノシル・ベース

下地

リグノシル・ベース
のシリケート
マイクロフィラー

リグノシル
・カラー

リグノシル
・ベース

浸透度

木の下地

概略図　リグノシル複合被膜
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リグノシル・
カラーと結合を
永久的に安定化さ
せる
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世界初 ー
木材用シリケート塗料
カイム・リグノシル

カイムは鉱物塗料のスペシャリスト

• サード用塗料
• 内装用塗料
• 創造的なデザイン
• ETICS
• コンクリート修復と表面保護
• 鉱質系石膏
• 自然石修復
• 材木用塗料
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